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平成18年制作　第53回日本伝統工芸展出品
檜造で、盤の側面をCADを用いて設計・デザインしNC切削機を用いて削りだした。持ち手の立ち上がり部分は薄い材をラミネートし
て曲げ加工、持ち手は削りだしてほぞで組み合わせ、全体に麻布を貼り素地としている。盤の見附の部分は朱溜塗の中に蒔絵で金線を
描き、白漆の中にも金で研ぎ出し蒔絵を施した。
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紀要ギャラリー：教員作品

平成24年制作　第59回日本伝統工芸展出品
檜材を用いて制作した脚付の稜花型盤。コンピュータで設計・デザインして50余りのパーツを組み合わせて麦漆で接着し、全体に麻布
貼って胎としている。黒漆の呂色磨き仕上げ。
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